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一
、
荷
風
の
渡
米

　

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
九
月
二
二
日
、
永
井
荷
風
を
乗
せ
た
日
本
郵
船
の
信
濃
丸
は
横
浜
港
を
出
帆
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を

目
指
し
た
。
約
二
週
間
の
太
平
洋
上
の
航
海
を
経
て
、
一
〇
月
五
日
、
カ
ナ
ダ
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
港
に
入
港
、
七
日
に
シ
ア
ト
ル

に
到
着
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
地
を
踏
ん
だ
荷
風
は
シ
ア
ト
ル
、
タ
コ
マ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、
カ
ラ
マ
ズ
ー
、
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
な
ど
に
居
を
移
し
な
が
ら
西
海
岸
か
ら
東
海
岸
へ
と
旅
を
続
け
た
。
荷
風
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
は
三
年
九
ヶ
月
余

り
に
及
ん
だ
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
七
月
一
八
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
大
西
洋
を
横
断
し
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
約
八
ヶ

月
を
リ
ヨ
ン
で
約
二
ヶ
月
を
パ
リ
で
過
ご
し
、一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
七
月
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
す
ぐ
に
刊
行
さ
れ
た
『
あ

め
り
か
物
語
』（
博
文
館
、
一
九
〇
八
年
八
月
）
は
、
自
然
主
義
文
学
が
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
文
壇
に
新
た
な
風
を
も
た
ら
し
た
。

　

末
延
芳
晴
が
「
旅
そ
の
も
の
を
「
書
く
」
こ
と
の
た
め
に
対
象
化
し
た
所
に
、『
あ
め
り
か
物
語
』
と
『
西
遊
日
誌
抄
』
の
新

し
さ
が
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に）

1
（

、
荷
風
の
洋
行
の
特
徴
は
、
荷
風
が
自
身
の
洋
行
を
作
家
の
眼
差
し
で
捉
え
て
い
た
点
に
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二

あ
る
。
荷
風
は
す
で
に
小
説
『
野
心
』（
美
育
社
、
一
九
〇
二
年
四
月
）、『
地
獄
の
花
』（
金
港
堂
、
同
年
九
月
）、『
夢
の
女
』（
新

声
社
、
一
九
〇
三
年
五
月
）
を
上
梓
し
、
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
の
翻
訳
『
女
優
ナ
ヽ
』（
新
声
社
、
同
年
九
月
）
を
手
掛
け
る
な
ど
、

作
家
へ
の
道
を
着
実
に
歩
み
始
め
て
い
た
。

　

作
家
の
眼
差
し
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
異
郷
で
経
験
し
た
こ
と
の
す
べ
て
が
創
作
の
対
象
に
な
り
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

実
際
に
荷
風
は
ア
メ
リ
カ
各
地
の
滞
在
先
で
作
品
を
執
筆
し
、そ
れ
を
日
本
の
雑
誌
に
積
極
的
に
発
表
し
て
い
っ
た
。
も
っ
と
も
、

作
家
と
し
て
の
荷
風
の
眼
差
し
は
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
滞
在
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
荷
風
の
創
作
意
識
は

異
郷
で
の
生
活
の
中
で
揺
れ
動
き
、変
容
し
て
い
っ
た
。
な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
間
も
な
い
頃
の
荷
風
は
、日
本
で
培
っ

た
作
風
に
行
き
詰
ま
り
、
深
刻
な
創
作
不
振
に
陥
っ
た
。
荷
風
は
異
郷
で
の
様
々
な
経
験
を
通
し
て
自
身
の
文
学
表
現
を
見
つ
め

な
お
し
、ス
ラ
ン
プ
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
を
舞
台
と
し
た
二
一
篇
の
作
品
を
収
録
し
た
『
あ
め
り
か
物
語
』
に
は
、

荷
風
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
作
家
と
し
て
成
長
し
て
い
く
文
学
的
道
程
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
外
遊
中
の
荷
風
が
そ
の
時
々
に
抱
い
て
い
た
創
作
意
識
と
作
品
の
間
に
は
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
。
外
遊
中
の

荷
風
の
生
活
は
小
説
執
筆
と
並
行
し
て
綴
ら
れ
た
日
記
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
後
年
、「
西
遊
日
誌
抄
」

と
し
て
発
表
さ
れ
た
が）

2
（

、
そ
こ
に
は
航
海
中
の
記
述
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
記
さ
れ
て
い
る
の
は
横
浜
港
を
出
航
し
た
日
の
九
月

二
二
日
と
、
約
二
週
間
の
航
海
を
経
て
カ
ナ
ダ
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
港
に
到
着
し
た
日
の
一
〇
月
五
日
の
記
述
だ
け
で
あ
る
。
航
海

中
の
荷
風
の
行
動
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
不
明
瞭
な
点
が
残
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
光
を
当
て
る
一
次
資
料
が
近
年
発
見

さ
れ
た
。
そ
れ
が
船
中
で
執
筆
さ
れ
た
荷
風
書
簡
（
巌
谷
小
波
宛
、
一
九
〇
三
年
一
〇
月
五
日
付
）
で
あ
る
。
渡
航
中
に
書
か
れ

た
書
簡
は
こ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
外
遊
時
代
の
荷
風
の
最
初
の
書
簡
で
あ
り
、
渡
航
中
の
荷
風
の
生
活
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を
間
近
に
控
え
た
荷
風
が
船
中
で
ど
の
よ
う
な

心
境
に
あ
っ
た
か
を
書
簡
を
手
掛
か
り
に
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
滞
米
初
期
の
荷
風
の
創
作
意
識
と
作
品
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
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三

考
察
し
た
い
。

二
、
船
中
で
書
か
れ
た
新
出
書
簡

　

新
出
書
簡
の
宛
名
で
あ
る
巌
谷
小
波
（
本
名
・
季
雄
）
は
、
尾
崎
紅
葉
、
山
田
美
妙
ら
が
創
立
し
た
硯
友
社
に
参
加
し
た
後
、

童
話
『
こ
が
ね
丸
』（
一
八
九
一
）
に
よ
っ
て
名
声
を
得
て
、
児
童
文
学
の
領
域
で
長
き
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
作
家
で
あ
る
。

小
波
は
当
時
、
作
家
志
望
の
若
者
た
ち
が
集
う
文
芸
研
究
会
・
木
曜
会
を
主
宰
し
て
お
り
、
荷
風
も
会
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。
主

な
会
員
に
黒
田
湖
山
、
久
留
島
武
彦
（
尾
上
新
兵
衛
）、
赤
木
巴
山
、
西
村
渚
山
、
生
田
葵
山
、
押
川
春
浪
ら
が
い
た）

3
（

。「
西
遊
日

誌
抄
」
の
一
九
〇
三
年
九
月
一
七
日
の
項
に
「
木
曜
会
諸
子
余
の
為
め
に
離
宴
を
清
水
谷
開
香
園
に
開
く
此
夜
恰
も
二
十
六
夜

に
当
る
。」
と
あ
り
、
ま
た
、
九
月
二
二
日
の
項
に
「
郵
船
会
社
汽
船
信
濃
丸
に
て
横
浜
港
を
発
す
余
の
行
を
送
ら
る
ゝ
も
の
小

波
先
生
春
浪
漁
史
渚
山
湖
山
葵
山
其
の
他
二
三
子
な
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
小
波
を
は
じ
め
木
曜
会
の
仲
間
た
ち
が

荷
風
を
送
り
出
す
た
め
に
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

新
出
書
簡
の
冒
頭
で
荷
風
は
そ
の
時
の
心
境
を
「
出
達
の
際
は
わ
ざ
〳
〵
新
橋
ま
で
お
送
り
下
さ
れ
有
難
く
存
じ
候
。
横
浜
に

て
信
濃
丸
甲
板
上
に
春
浪
子
と
手
を
別
ち
候
ふ
時
に
は
一
種
異
様
な
る
感
覚
を
経
験
致
し
候
。
是
等
を
人
生
別
離
の
情
と
で
も
申

す
な
る
可
き
か
。」
と
印
象
深
く
綴
っ
て
い
る
。
荷
風
と
木
曜
会
と
の
交
流
は
外
遊
時
代
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
荷
風
の
異
郷

で
の
創
作
活
動
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
。
外
遊
中
に
執
筆
し
た
作
品
の
雑
誌
掲
載
や
『
あ
め
り
か
物
語
』
の
出
版
に
力
を
貸
し

た
の
も
小
波
で
あ
っ
た
。

　

新
出
書
簡
の
封
筒
に
は
手
書
き
の
英
字
で
「V

ia S.Frisco.

」（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
経
由
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
消
印
は
一
九
〇
三
年
一
〇
月
九
日
、
東
京
で
の
消
印
は
一
一
月
二
日
と
な
っ
て
い
る
。
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四

　

荷
風
は
こ
の
書
簡
の
大
部
分
を
「
十
月
一
日
午
後
」
に
書
き
上
げ
た
後
、
日
を
空
け
て
数
行
を
書
き
加
え
、
書
簡
末
尾
に
「
十

月
五
日
夕
」
と
日
付
を
入
れ
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
確
認
す
れ
ば
、荷
風
が
横
浜
を
出
発
し
た
の
は
九
月
二
二
日
、カ
ナ
ダ
の
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
港
に
到
着
し
た
の
が
一
〇
月
五
日
夜
、
シ
ア
ト
ル
に
到
着
し
た
の
が
一
〇
月
七
日
で
あ
る
。
横
浜
を
出
発
し
て
か
ら
十

日
ほ
ど
経
っ
た
船
中
で
荷
風
は
手
紙
の
筆
を
執
っ
た
こ
と
に
な
る
。
書
簡
末
尾
に
記
さ
れ
た
日
付
（
一
〇
月
五
日
）
は
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
港
に
到
着
し
た
日
付
と
合
致
し
て
い
る
。
一
〇
月
五
日
の
「
西
遊
日
誌
抄
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 

此
日
午
後
甲
板
に
出
づ
れ
ば
遥
に
山
影
を
認
得
た
り
此
悦
び
譬
へ
ん
に
も
の
な
し
。
事
務
長
の
話
に
は
今
夜
加
奈
陀
の
ヴ

イ
ク
ト
リ
ヤ
港
に
着
す
べ
し
と
の
事
な
り
手
紙
あ
ま
た
認し
た
た

む
る
中
早
く
も
夜
と
な
り
て
一
声
の
太
き
汽
笛
と
共
に
船
は
港

に
入
り
ぬ
。さ
れ
ど
検
疫
済
ま
ぬ
為
め
一
夜
を
沖
合
に
明
か
す
事
と
な
れ
り
。此
時
天
次
第
に
晴
来
り
て
玲
瓏
た
る
明
月
茫
々

た
る
江
湾
を
照
す
前
方
に
は
ヴ
イ
ク
ト
リ
ヤ
港
の
燈
火
天
上
の
星
と
相
乱
れ
月
中
異
郷
の
山
影
は
黒
く
怪
物
の
横
る
に
似
た

り
。
嗚
呼
余
の
身
は
遂
に
太
平
洋
の
彼
岸
に
到
着
せ
る
な
り
。

　

荷
風
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
港
へ
の
入
港
が
迫
っ
た
船
の
中
で
多
く
の
手
紙
を
認
め
た
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
書
か
れ

た
書
簡
の
一
通
が
今
回
発
見
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
、
便
箋
五
枚
に
及
ぶ
新
出
書
簡
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
書
簡
の
冒
頭
部
分
に
は
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述

が
見
ら
れ
る
。

　
　

 

最
初
は
三
等
で
行
く
な
ぞ
と
申
し
居
り
候
ひ
し
が
、
船
へ
行
つ
て
見
る
と
、
事
務
長
始
め
其
の
他
の
者
も
皆
丁
重
に
待
遇
し

呉
れ
る
為
め
、
否
応
な
く
上
等
船
客
と
相
成
り
申
候
。
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五

　

こ
の
記
述
が
重
要
な
の
は
、
荷
風
が
何
等
の
船
客
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
曖
昧
な
部
分
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
荷
風
は
一
等
船
客
と
し
て
渡
航
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が）

4
（

、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
宮
永
孝
は
横
浜
で
発
行
さ
れ
て
い
た

英
字
新
聞
「T

he Japan W
eekly M

ail

」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
乗
客
欄
」（Passengers

）
の
情
報
か
ら
、
荷
風
が
二
等
船
客

と
し
て
乗
船
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

5
（

。
新
出
書
簡
は
こ
の
齟
齬
を
解
き
ほ
ぐ
す
重
要
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
新
出
書
簡
を
踏
ま
え
れ
ば
荷
風
は
二
等
船
客
と
し
て
乗
船
し
た
が
、
信
濃
丸
の
事
務
長
の
計
ら
い
に
よ
り
一
等
船
客

の
待
遇
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る）

6
（

。
宇
佐
美
昇
三
は
近
年
の
著
書
に
お
い
て
、「
船
室
夜
話
」
の
船
の
描
写
と
信
濃
丸
の
船

内
の
構
造
を
比
較
し
、「
私
」の
船
室
が
実
際
の
一
等
船
室
と
一
致
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

7
（

。
荷
風
の
父
、

永
井
久
一
郎
は
当
時
、
日
本
郵
船
の
横
浜
支
店
長
を
務
め
て
い
た
の
で
、
久
一
郎
が
あ
ら
か
じ
め
事
務
長
に
話
を
つ
け
て
い
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て「
上
等
船
客
と
相
成
」っ
た
荷
風
が
快
適
な
船
旅
を
過
ご
し
た
こ
と
は
、書
簡
の
次
の
記
述
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

 

さ
れ
ど
い
よ
〳
〵
波
止
場
を
離
れ
候
ふ
て
よ
り
は
寧
ろ
気
軽
く
愉
快
な
る
心
地
と
相
成
り
、
面
白
き
前
途
の
空
想
に
の
み
ふ

け
り
申
候
。
船
中
に
於
け
る
小
生
の
生
活
は
愉
快
に
且
つ
贅
沢
な
る
も
の
に
有
之
候
。（
中
略
）
且
つ
其
の
上
に
も
此
の
船

の
事
務
長
は
以
前
よ
り
の
知
己
な
り
し
を
以
て
何
か
に
便
利
多
く
、
此
の
人
の
紹
介
に
て
小
生
は
船
客
諸
氏
と
も
直
ぐ
懇
意

に
な
り
、
毎
日
食
堂
喫
烟
室
等
に
て
愉
快
な
る
談
話
を
な
す
（
小
生
の
花
柳
談
も
な
か
〳
〵
の
愛
嬌
と
な
り
居
れ
り
。） 

其

れ
が
為
め
か
、
小
生
は
日
本
に
居
る
時
よ
り
も
聊
か
交
際
的
の
人
物
に
相
成
り
し
が
如
き
心
地
致
さ
れ
候
、
或
夜
の
如
き
は

音
楽
室
に
て
尺
八
の
一
曲
を
吹
奏
し
、
一
同
無
聊
に
苦
し
む
折
の
事
と
て
意
外
な
る
賞
賛
を
博
し
た
る
事
も
有
之
候
。

　

こ
う
し
た
荷
風
の
船
中
で
の
生
活
を
日
本
郵
船
に
関
す
る
諸
資
料
に
よ
っ
て
捉
え
直
し
た
い
。
日
本
郵
船
株
式
会
社
総
務
部
弘
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六

報
室
編『
七
つ
の
海
で
一
世
紀　

日
本
郵
船
創
業
一
〇
〇
周
年
記
念 

船
舶
写
真
集
』（
日
本
郵
船
株
式
会
社
、一
九
八
五
年
一
〇
月
）

に
よ
れ
ば
、
信
濃
丸
は
欧
州
航
路
用
の
予
備
船
と
し
て
一
九
〇
〇
年
四
月
に
竣
工
、
欧
州
航
路
に
就
航
し
た
後
、
一
九
〇
二
年
か

ら
米
国
航
路
（
シ
ア
ト
ル
線
）
に
配
船
さ
れ
た）

8
（

。
建
造
所
は
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ビ
ッ
ト
＆
ウ
イ
リ
ア
ム
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
社
、
総
ト
ン

数
は
六
三
八
八
ト
ン
、長
さ
（
全
長
）
は
一
三
五
・
六
三
五
メ
ー
ト
ル
、幅
は
一
四
・
九
九
六
メ
ー
ト
ル
、航
海
速
力
は
一
一
・
九
ノ
ッ

ト
、
船
客
定
員
は
二
三
八
名
で
あ
っ
た
。
信
濃
丸
は
荷
風
が
渡
米
し
た
当
時
、
日
本
郵
船
が
保
有
す
る
船
舶
の
う
ち
最
も
大
き
な

も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

一
柳
松
庵
編
『
増
訂 
渡
米
之
栞
』
第
四
版
（
一
九
〇
四
年
一
二
月
）
は
、
カ
ナ
ダ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
経
由
シ
ア
ト
ル
線
に
就

航
す
る
日
本
郵
船
の
船
舶
の
特
徴
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る）

9
（

。

　
　

 

各
船
々
室
は
一
等
、
特
別
三
等
、
及
三
等
の
三
種
と
し
其
設
備
総
べ
て
最
新
式
に
憑
る
就
中
信
濃
丸
加
賀
丸
及
伊
予
丸
の

三
艘
は
最
近
の
建
造
に
係
り
船
体
頗
る
雄
大
に
し
て
構
造
亦
堅
牢
な
れ
ば
船
体
の
動
揺
甚
だ
少
く
且
つ
其
一
等
室
の
構
造
及

び
設
備
は
空
気
の
流
通
に
注
意
し
暖
室
器
、
洗
面
器
、
抽
出
附
机
を
備
ふ
る
等
船
客
の
快
楽
及
ひマ
マ

安
全
に
資
す
る
施
設
殆
ん

とマ
マ

遺
す
所
な
し

　

こ
の
よ
う
に
、信
濃
丸
は「
雄
大
」か
つ「
堅
牢
」な
船
体
と
最
新
式
の
設
備
を
備
え
た
大
型
船
で
あ
っ
た
。
船
室
は「
一
等
」、「
特

別
三
等
」、「
三
等
」
か
ら
な
り
、
こ
の
う
ち
「
特
別
三
等
」
の
客
室
は
「
従
来
の
二
等
室
を
用
ひ
他
線
船
舶
の
二
等
室
と
大
同
小

異
の
も
の
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る）

10
（

。
船
賃
は
そ
れ
ぞ
れ
「
一
等
」
が
片
道
三
一
ポ
ン
ド
、「
特
別
三
等
」
が
一
八
ポ
ン
ド
、

「
普
通
三
等
」
が
六
五
円
で
あ
り
、
そ
の
差
は
大
き
か
っ
た）

11
（

。

　

当
時
の
日
本
郵
船
の
船
舶
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
石
塚
猪
男
蔵
『
現
今
渡
米
案
内 
附
成
業
の
し
を
り
』（
一
九
〇
三
年
四
月
）

249



岸川俊太郎

七

に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る）

12
（

。

　
　

 
同
社
汽
船
は
総
て
船
体
壮
大
に
し
て
客
室
の
設
備
装
置
至
れ
り
尽
せ
り 

就
中
信
濃
丸
加
賀
丸
及
び
伊
予
丸
は
各
六
千
三
百

噸
余
を
有
す
る
構
造
堅
牢
の
大
船
に
し
て
船
体
の
動
揺
極
め
て
少
な
く
恰
も
陸
地
に
座
す
る
の
感
を
呈
す
る
の
み
な
ら
ず

其
船
室
の
完
備
は
他
に
多
く
其
比
を
見
ず
特
に
空
気
の
流
通
に
注
意
を
加
へ
晴
快
此
上
も
な
し 

尚
一
等
室
に
は
暖
室
器
抽

斗
附
机
の
設
け
あ
り 

喫
煙
室
食
堂
等
の
如
き
亦
善
美
至
ら
ざ
る
所
な
し 

又
特
別
三
等
室
と
雖
も
丁
度
他
船
の
二
等
室
と
大

同
小
異
に
し
て
乗
客
の
快
楽
に
資
す
る
の
設
備
至
ら
ざ
る
な
し 

三
等
室
は
空
気
の
流
通
好
き
広
濶
に
し
て
清
潔
の
場
所
に

設
け
あ
り 

且
つ
寝
床
の
備
付
は
二
段
板
造
り
に
て
広
く
座
し
て
読
書
し
得
べ
く
立
ち
て
被
服
を
用
意
し
得
べ
し 

又
海
航
中

二
三
回
の
入
浴
湯
あ
り 
日
用
給
水
充
分
に
し
て
甚
だ
愉
快
を
感
ぜ
ら
る
移
民
労
働
者
の
混
乗
三
段
麻
布
作
り
の
寝
床
に
て

横
臥
の
外
起
座
に
便
な
ら
ず
臭
気
籠
鬱
頭
痛
を
催
す
如
き
不
快
の
皆
無
な
る
所
此
航
線
の
特
点
な
れ
ば
渡
米
者
に
と
り
て

一
方
な
ら
ぬ
幸
便
あ
り

　

さ
ら
に
、食
事
に
つ
い
て
も「
接
待
の
一
班
一
等
客
及
特
別
三
等
客
に
は
美
味
の
洋
食
を
供
し
其
一
等
客
に
は
望
み
に
よ
り
時
々

和
食
を
供
す
べ
し
三
等
客
に
対
し
て
滋
養
衛
生
に
富
め
る
日
本
食
を
供
す
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
一
〇
月
二
五
日
発
行
の
『
風
俗
画
報
』
増
刊
「
来
客
案
内 

郵
船
図
会
」
は
日
本
郵
船
を
特
集
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
号
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
同
社
の
船
舶
に
つ
い
て
詳
し
い
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
の
中
で
荷
風
は
「
船
中

の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
小
説
類
も
少
し
は
有
之
候
。
ハ
ー
デ
ー
の
有
名
な
る
テ
ス
と
申
す
小
説
及
び
例
の
椿
姫
の
英
訳
を
見
出
し

た
れ
ば
折
々
読
み
申
居
り
候
。」
と
記
し
、
ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
（
一
八
四
〇
―
一
九
二
八
）
の
代
表
作
『
テ
ス
』（
一
八
九
一
）

と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
・
フ
ィ
ス
（
一
八
二
四
―
一
八
九
五
）
の
『
椿
姫
』（
一
八
四
八
）
の
英
訳
を
読
ん
だ
と
述
べ
て
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八

い
る
が
、「
来
客
案
内 

郵
船
図
会
」
に
は
、
船
内
の
談
話
室
の
設
備
に
つ
い
て
「
備
品
の
書
籍
は
、
自
由
に
之
を
借
覧
す
る
を
得

べ
し
。
目
録
一
巻
あ
り
、
通
覧
し
て
、
然
る
後
、
給
仕
を
呼
び
、
申
込
む
な
り
。
書
籍
の
種
目
は
、
多
く
外
国
小
説
類
な
る
が
、

又
、
和
書
の
読
切
講
談
本
も
あ
り
。」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る）

13
（

。

　

ま
た
、「
談
話
室
に
は
、
墨
汁
、
書
簡
紙
、
封
筒
の
備
付
あ
る
べ
し
。
客
あ
り
て
、
故
郷
の
親
族
、
遠
国
の
朋
友
に
音
信
を
通

ぜ
む
と
な
れ
ば
、
此
室
に
来
り
て
、
書
面
を
認
む
る
こ
と
を
得
べ
し
。
か
く
て
船
内
に
設
け
あ
る
郵
便
函
に
之
を
投
ぜ
よ
、
事
務

員
は
寄
港
地
に
於
て
、
之
を
郵
便
局
に
托
す
る
な
り
。」
と
あ
り
、「
用
箋
に
は
、
欧
文
に
て
日
本
郵
船
会
社
何
丸
と
標
記
し
た
る

も
の
、
甲
乙
二
種
あ
ら
む
、
紙
質
を
異
に
し
、
甲
は
郵
便
物
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
、
乙
は
碇
泊
中
他
の
船
舶
な
る
知
友
に
委
ね
能
ふ

め
り
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る）

14
（

。
実
際
に
荷
風
は
新
出
書
簡
を
「N

IPPO
N

　

Y
U

SE
N

　

K
A

ISH
A

.

」
と
記
さ
れ
た
用
箋
を
用
い

て
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
港
に
寄
港
す
る
際
に
、
書
き
上
げ
て
い
た
書
簡
を
船
内
の
郵
便
函
に
投
じ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
快
適
な
船
旅
を
過
ご
し
た
荷
風
だ
が
、
一
等
船
客
と
し
て
興
味
深
い
人
物
が
乗
船
し
て
い
た
こ
と
を
書
簡
で
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　
　

 

船
客
の
中
に
は
柔
道
の
大
先
生
乗
組
み
居
り
候
、
弘マ
マ

道
館
の
山
下
氏
と
云
へ
ば
彼
の
社
会
に
て
は
知
ら
ぬ
も
の
な
き
有
名
の

達
人
な
る
由
、
氏
は
此
度
米
国
の
鉄
道
王
ヒ
ル
氏
と
や
ら
云
ふ
大
富
豪
の
招
聘
に
よ
り
遠
く
ワ
シ
ン
ト
ン
府
に
赴
く
な
り
と

の
事
に
て
候
。
天
気
よ
き
折
に
は
甲
板
に
て
柔
道
の
稽
古
あ
り
一
同
弥
次
馬
の
飛
入
り
を
な
す
事
も
有
之
候
。

　
「
弘
道
館
の
山
下
氏
」
と
は
、嘉
納
治
五
郎
（
一
八
六
〇
―
一
九
三
八
）
の
弟
子
で
当
時
、講
道
館
四
天
王
と
称
さ
れ
た
柔
道
家
、

山
下
義よ
し

韶つ
ぐ

（
一
八
六
五
―
一
九
三
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
山
下
は
没
後
、
講
道
館
の
歴
史
上
初
め
て
十
段
位
を
追
贈
さ
れ
た
。
ち
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九

な
み
に
、
山
下
以
外
の
三
人
は
、
横
山
作
次
郎
、
富
田
常
次
郎
、
西
郷
四
郎
で
あ
っ
た
。

　

山
下
の
渡
米
に
つ
い
て
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
が
一
九
〇
三
年
九
月
一
六
日
付
の
朝
刊
で
「
柔
道
師
範
招
聘　

警
視
庁
柔
道
師

範
山
下
義
韶
氏
は
米
国
富
豪
サ
ミ
ユ
ー
ル
、
シ
ル
氏
の
招
聘
に
応
じ
本
月
二
十
二
日
夫
人
並
に
助
教
師
と
し
て
門
人
河
口
三
郎

氏
を
随
へ
出
発
す
る
由
」
と
報
じ
て
い
る
。
ま
た
、
先
ほ
ど
触
れ
た
「T

he Japan W
eekly M

ail

」
の
「
乗
客
欄
」
に
も
「M

r. 

and M
rs. Y.Yam

ashita.

」
と
あ
り
、
一
等
船
客
と
し
て
山
下
夫
妻
が
信
濃
丸
に
乗
船
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る）

15
（

。

　

こ
こ
で
は
、
山
下
の
渡
米
の
軌
跡
を
詳
に
し
た
村
田
直
樹
の
論
考
を
参
考
に
し
な
が
ら
そ
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
た
い）

16
（

。
山
下

の
渡
米
に
は
次
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
と
い
う
。
山
下
は
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
頃
よ
り
慶
應
義
塾
の
柔
道
師
範
の
任
に

あ
っ
た
が
、
教
え
子
の
柴
田
一
能
が
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
年
九
月
に
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
た
際
に
、
柴
田
は
滞
米
中

に
知
り
合
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ヒ
ル
（Sam

uel H
ill,

一
八
五
七
―
一
九
三
一
）
か
ら
自
身
の
息
子
に
武
士
道
教
育
を
施
し
た
い

と
の
相
談
を
受
け
た
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ヒ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
の
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社
（G

reat N
orthern R

ailw
ay 

C
om

pany

）
の
創
業
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ヒ
ル
（Jam

es Jerom
e H

ill,

一
八
三
八
―
一
九
一
六
）
の
娘
婿
で
、
自

身
も
鉄
道
事
業
に
関
わ
り
鉄
道
王
と
称
さ
れ
た
実
業
家
で
あ
る
。
柴
田
は
柔
道
の
師
で
あ
る
山
下
に
こ
の
こ
と
を
相
談
し
た
。
山

下
が
嘉
納
に
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
嘉
納
は
こ
れ
を
柔
道
の
海
外
普
及
の
好
機
と
捉
え
、
山
下
の
ア
メ
リ
カ
行
き
を
後
押
し

し
た
。
こ
う
し
て
山
下
の
渡
米
が
実
現
し
た
。
こ
れ
は
講
道
館
が
海
外
に
柔
道
師
範
を
派
遣
し
た
初
め
て
の
事
例
と
な
っ
た
。
滞

米
中
に
山
下
は
在
米
日
本
公
使
館
で
柔
道
の
指
導
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
に
公
使
館
付
き
海
軍
武
官
の
竹
下
勇
中
佐
の
仲
介
で
当

時
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
だ
っ
た
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
（
一
八
五
八
―
一
九
一
九
）
の
知
遇
を
得
た
。
大
統
領
は

山
下
の
門
下
生
と
な
り
師
弟
の
礼
を
と
っ
た
。
山
下
は
海
軍
兵
学
校
で
も
柔
道
の
指
南
に
当
た
る
な
ど
、
山
下
夫
妻
の
滞
米
生
活

は
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
五
月
三
一
日
に
帰
国
す
る
ま
で
二
年
八
ヶ
月
に
及
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
柔
道
の
海
外
普
及
の
歴
史
的
な
第
一
歩
と
荷
風
の
渡
米
は
重
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
荷
風
が
山
下
と
船
上
で
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一
〇

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
従
来
の
研
究
で
は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
柄
で
あ
り
、
荷
風
の
洋
行
に
関
す
る
新
た
な
事
実
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

三
、
渡
米
時
の
荷
風
の
創
作
意
識
と
滞
米
初
期
作
品
と
の
関
わ
り

　

荷
風
は
ア
メ
リ
カ
に
着
い
て
約
一
ヶ
月
で
短
篇
「
船キ
ヤ

室ビ
ン

夜
話
」
を
書
き
上
げ
た
（
一
九
〇
三
年
一
一
月
執
筆
、『
文
藝
俱
楽
部
』

第
一
〇
巻
第
五
号
、
一
九
〇
四
年
四
月
掲
載
）。
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
航
中
の
船
中
の
日
本
人
の
姿
を
描
い
た
同
作
は
『
あ

め
り
か
物
語
』
に
収
録
さ
れ
る
際
に
巻
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
滞
米
初
期
の
荷
風
の
創
作
意
識
を
把
握
す
る
上
で
重
要
な
作
品

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
新
出
書
簡
の
内
容
と
関
連
づ
け
て
「
船
室
夜
話
」
を
捉
え
直
し
た
い
。

　
「
船
室
夜
話
」
は
、
ア
メ
リ
カ
を
目
指
し
て
太
平
洋
を
航
海
す
る
船
の
中
で
、
一
等
船
客
と
思
し
き
三
人
の
若
者
が
船
室
に
集

い
束
の
間
の
会
話
を
交
わ
す
と
い
う
話
で
あ
る
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
書
き
出
し
で
あ
る
。

　
　

 　

何
処
に
し
て
も
陸
を
見
る
事
の
出
来
な
い
航
海
は
、
殆
ど
堪
へ
難
い
程
無
聊
に
苦
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
横
浜
か

ら
亜
米
利
加
の
新
開
地
シ
ア
ト
ル
の
港
へ
通
ふ
航
海
、
此
れ
も
其
の
一
ツ
で
あ
ら
う
。

　
　

 　

出
帆
し
た
日
、
故
国
の
山
影
に
別
れ
た
な
ら
、
最
う
其
れ
が
最
後
、
船
客
は
彼
岸
の
大
陸
に
達
す
る
其
の
日
ま
で
は
、
半

月
あ
ま
り
の
間
、
決
し
て
一
ツ
の
島
、
一
ツ
の
山
を
も
見
る
事
は
出
来
な
い
。
昨
日
も
海
、
今
日
も
海

―
何
時
見
て
も
変

ら
ぬ
太
平
洋
の
眺
望
と
云
ふ
の
は
、
唯
だ
茫
漠
と
し
て
、
大
き
な
波
浪
の
起
伏
す
る
辺
に
、
翼
の
長
い
、
嘴
の
曲
つ
た
、
灰

色
の
信
天
翁
の
飛
び
廻
つ
て
居
る
ば
か
り
で
あ
る
。
其
の
上
に
も
天
気
は
次
第
に
北
の
方
へ
と
進
む
に
連
れ
て
、
心
地
よ
く

晴
れ
渡
る
事
は
稀
に
な
り
、
先
づ
毎
日
の
様
に
空
は
暗
澹
た
る
鼠
色
の
雲
に
蔽
ひ
尽
さ
る
ゝ
の
み
か
、
動や
ゝ

も
す
れ
ば
雨
か
霧

245
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一
一

に
な
つ
て
了
ふ
の
だ
。

　
　

 　

私
は
今
や
計
ら
ず
も
此
の
淋
し
い
海
の
上
の
旅
人
に
な
つ
た
。
そ
し
て
早
く
も
十
日
ば
か
り
の
日
数
を
送
り
得
た
処
で
あ

る
。（
下
略
）

　

横
浜
を
出
発
し
て
「
十
日
ば
か
り
」
経
っ
た
太
平
洋
上
の
船
中
で
物
語
は
始
ま
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
荷
風
が
船
中
で
書
簡

の
大
部
分
を
執
筆
し
た
の
も
横
浜
を
出
帆
し
て
か
ら
十
日
程
経
っ
て
の
こ
と
で
あ
る（
九
月
二
二
日
出
港
、一
〇
月
一
日
に
執
筆
）。

つ
ま
り
、
作
品
内
の
時
間
と
荷
風
が
実
際
に
書
簡
を
綴
っ
て
い
た
時
間
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

る
時
、
書
簡
の
次
の
一
節
は
重
要
で
あ
る
。

　
　

 　

天
気
は
横
浜
を
発
し
て
よ
り
未
だ
一
日
と
て
も
晴
れ
た
る
事
は
無
之
候
。
毎
日
曇
天
の
み
に
て
、
時
々
霧
深
く
な
り
、
或

は
細
雨
朦
々
と
降
り
籠
め
申
候
、
か
ゝ
る
時
に
は
船
は
吠
ゆ
る
が
如
き
汽
笛
を
吹
き
つ
ゝ
進
む
。
是
の
笛
の
音
云
は
ん
方
な

く
裏
淋
し
く
御
坐
候
。
海
は
概
し
て
穏
か
な
れ
ど
も
、折
々
波
の
う
ね
り
高
く
船
の
動
揺
す
る
事
有
之
候
、斯
る
不
穏
の
時
、

頭
重
く
心
地
悪
し
き
を
忍
び
て
甲
板
に
出
で
ゝ
望
め
ば
、
北
太
平
洋
は
茫
々
と
し
て
何
等
の
目
に
入
る
も
の
も
な
く
、
唯
だ

怪
し
き
水
鳥
の
片
々
す
る
の
み
に
し
て
、
常
に
曇
れ
る
灰
色
の
空
の
下
に
巨
浪
高
く
漲
り
翻
る
有
様
実
に
壮
快
の
極
み
に
御

坐
候
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
書
簡
に
綴
ら
れ
た
船
上
で
の
荷
風
の
感
慨
と
「
船
室
夜
話
」
の
語
り
手
「
私
」
の
描
写
が
緊
密
に
対
応
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
書
簡
の
記
述
が
「
船
室
夜
話
」
の
世
界
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、「
船
室
夜
話
」
が
実
際
の
荷
風
の
渡
航
体
験

に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
例
え
ば
「
船
は
吠
ゆ
る
が
如
き
汽
笛
を
吹
き
つ
ゝ
進
む
。
是
の
笛
の
音
云
は
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一
二

ん
方
な
く
裏
淋
し
く
御
坐
候
」
と
書
簡
に
綴
っ
た
際
の
荷
風
の
心
境
は
、「
船
室
夜
話
」
の
冒
頭
で
「
此
の
淋
し
い
海
の
上
の
旅

人
に
な
つ
た
」
と
語
る
船
上
で
の
「
私
」
の
心
情
と
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
吠
ゆ
る
が
如
き
汽
笛
」
の
「
音
」
は
「
船
室
夜
話
」

の
「
其
の
時
、吠
え
る
様
な
太
い
汽
笛
の
響
に
続
い
て
、甲
板
へ
波
の
打
上
げ
る
音
が
し
た
」
と
い
う
表
現
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
荷
風
は
書
簡
の
中
で
「
此
の
手
紙
を
書
き
つ
ゝ
あ
る
今
日
は
十
月
の
一
日
に
て
候
、
船
は
已
に
一
昨
日
の
午
前
に

百
八
十
度
の
経
度
を
越
え
て
、西
半
球
に
進
入
り
居
り
候
。
ア
ル
ユ
ー
シ
ア
ン
群
島
に
沿
ふ
て
、北
緯
五
十
度
以
北
を
航
海
し
つ
ゝ

あ
る
な
れ
ば
寒
気
は
頗
る
甚
し
く
、
船
室
の
中
に
て
も
時
に
は
外
套
を
ま
と
ひ
居
り
候
、
幸
ひ
に
身
体
は
健
康
な
り
、
御
安
心
下

さ
れ
度
く
候
。」
と
、
航
海
中
の
寒
さ
に
つ
い
て
印
象
深
く
書
き
記
し
て
い
る
。「
船
室
夜
話
」
で
も
洋
上
の
寒
さ
が
物
語
の
重
要

な
要
素
を
担
っ
て
い
る
。

　

先
に
引
用
し
た
冒
頭
部
に
続
い
て
物
語
は
次
の
よ
う
に
進
む
。「
今
日
あ
た
り
は
余
程
気
候
も
寒
く
な
つ
て
来
た
様
だ
。
外
套

な
し
で
は
、
到
底
甲
板
を
歩
い
て
喫
煙
室
へ
も
行
か
れ
ま
い
と
思
ふ
所
か
ら
、
私
は
其
の
儘
自
分
の
船
室
に
閉
ぢ
籠
つ
て
、
長
椅

子
の
上
に
身
体
を
横
へ
、
日
本
か
ら
持
つ
て
来
た
雑
誌
で
も
開
か
う
か
と
思
つ
て
居
る
と
、
其
の
時
室
の
戸
を
指
先
で
コ
ト
〳
〵

と
軽
く
叩
く
も
の
が
あ
る
。」。
そ
う
し
て
、「
全
く
寒
い
さ
ね
え
。
ア
ラ
ス
カ
の
海
を
通
る
ん
だ
と
云
ふ
か
ら
な
。」
と
口
に
し
な

が
ら
「
私
」
の
船
室
に
入
っ
て
き
た
の
が
、
航
海
中
に
懇
意
に
な
っ
た
柳
田
と
い
う
三
〇
歳
過
ぎ
の
洋
装
の
紳
士
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
ア
ラ
ス
カ
の
南
を
航
海
す
る
船
の
中
の
寒
さ
が
、
こ
れ
か
ら
「
私
」
の
「
船
室
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
物
語
、「
船
室
夜
話
」

を
導
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
「
縞
地
の
背
広
の
上
に
褐
色
の
外
套
を
纏
ひ
、
高
い
襟
の
間
か
ら
は
華
美
な
色
の
襟
飾
を
見
せ
て
居
る
」
柳
田
は
、
時
折
「
気

取
つ
た
発
音
で
」
英
語
を
交
え
て
み
せ
る
「
ハ
イ
カ
ラ
」
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
描
か
れ
る
の
が
、
柳

田
の
後
に
「
私
」
の
船
室
に
や
っ
て
来
た
岸
本
と
い
う
「
三
十
近
く
」
の
和
服
姿
の
男
で
あ
る
。「
紬
の
袷
と
フ
ラ
ネ
ル
の
一
重

を
重
着
し
た
上
に
、
大
島
の
羽
織
を
被
つ
て
居
る
」
岸
本
が
「
洋
服
は
ど
う
も
寒
く
て
不
可
ん
で
す
か
ら
」
と
話
す
と
、
柳
田
は
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一
三

不
審
が
り
、「
私
な
ん
ぞ
は
、
然
う
す
る
と
全
く
反
対
で
す
ね
。
増
し
て
此
様
航
海
中
な
ん
か
日
本
服
を
着
や
う
も
の
な
ら
、
襟

首
が
寒
く
て
忽
ち
風
邪
を
引
い
て
了
ふ
で
す
。」
と
口
を
挟
む
。
寒
さ
に
対
す
る
服
装
の
捉
え
方
の
違
い
が
、
柳
田
と
岸
本
の
対

照
的
な
人
物
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
渡
米
の
経
緯
を
語
り
始
め
る
。
柳
田
は
学
校
を
卒
業
後
、
会
社
員
と
な
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
赴

任
し
た
が
、
帰
国
す
る
と
「
本
社
詰
め
の
翻
訳
掛
に
さ
れ
」、
期
待
外
れ
の
待
遇
を
受
け
る
。
さ
ら
に
、「
洋
行
帰
り
」
と
い
う
経

歴
か
ら
自
信
を
持
っ
て
い
た
貴
族
の
令
嬢
と
の
縁
談
も
失
敗
に
終
わ
る
。
こ
れ
ら
の
「
苦
痛
の
反
動
と
し
て
、
以
前
よ
り
も
一
増マ
マ

過
激
に
島
国
の
天
地
を
罵
倒
し
始
め
た
」
柳
田
は
、
折
し
も
横
浜
の
生
糸
商
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
視
察
の
依
頼
を
受
け
、「
再
び
海

外
へ
旅
の
愉
快
を
試
み
や
う
と
決
心
」
す
る
。

　

岸
本
も
ま
た
日
本
で
の
不
遇
な
環
境
か
ら
渡
米
を
決
意
し
た
人
物
で
あ
る
。
岸
本
は
「
東
京
の
或
る
会
社
に
雇
は
れ
て
居
た
」

が
、「
何
所
の
学
校
を
も
卒
業
し
た
事
が
な
い
」
た
め
に
、「
将
来
に
出
世
す
る
見
込
の
な
い
ば
か
り
か
、
何
時
も
人
の
後
に
蹴
落

さ
れ
て
の
み
居
」
る
と
い
う
境
遇
に
置
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
今
度
社
内
の
改
革
に
遇
つ
て
解
雇
さ
れ
」
て
し
ま
う
。
岸
本
に

は
妻
子
が
い
た
が
、
妻
の
反
対
を
押
し
切
り
、
ア
メ
リ
カ
の
学
校
の
「
卒
業
免
状
」
を
持
ち
帰
る
た
め
に
、
妻
の
父
の
遺
産
を
利

用
し
て
渡
米
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
柳
田
と
岸
本
は
身
な
り
や
性
格
に
お
い
て
対
照
的
で
あ
り
な
が
ら
、
二
人
と
も
当
時
の
日
本
の
社
会
に
お
い
て

「
立
身
出
世
」
や
「
成
功
」
が
叶
わ
な
か
っ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、末
延
芳
晴）

17
（

は
「
二

人
は
、
共
に
日
本
の
競
争
社
会
の
中
で
失
敗
し
て
い
る
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
こ
と
で
敗
者
復
活
戦
に
挑

も
う
と
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
も
、
敗
者
復
活
戦
を
勝
ち
抜
く
た
め
の
「
エ
ー
ス
」
と
し
て
、
日
本

に
対
し
て
お
の
れ
の
優
越
性
を
主
張
で
き
る
「
記
号
（
肩
書
き
）」
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
一

人
だ
け
自
ら
に
つ
い
て
は
黙
し
て
何
も
語
ら
な
か
っ
た
「
私
」、
つ
ま
り
、
た
だ
旅
の
中
で
「
書
く
」
こ
と
だ
け
を
考
え
て
、
信
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一
四

濃
丸
に
乗
っ
た
永
井
荷
風
」
の
存
在
に
着
目
し
、
そ
の
よ
う
な
「
お
の
れ
自
身
の
「
記
号
」
的
特
性
を
明
ら
か
に
し
な
い
」
こ
と

に
よ
っ
て
、「
世
界
が
、
外
部
が
、
他
者
が
本
来
の
姿
を
現
わ
す
の
を
待
つ
と
い
う
荷
風
の
文
学
的
生
涯
を
貫
く
独
特
の
戦
術
的

姿
勢
（
ポ
ー
ズ
）
と
小
説
技
法
の
萌
芽
」
を
「
船
室
夜
話
」
と
い
う
作
品
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

末
延
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
船
室
夜
話
」
の
構
造
で
重
要
な
の
は
、
最
後
ま
で
自
身
の
経
歴
に
つ
い
て
は
語
ら
ず
、
二
人
の

渡
米
者
の
物
語
に
耳
を
傾
け
る
語
り
手
「
私
」
の
在
り
方
で
あ
る）

18
（

。
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、本
稿
で
は
「
船
室
夜
話
」

の
「
私
」
の
在
り
方
を
新
出
書
簡
の
記
述
と
関
連
づ
け
て
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
の
際
に
着
目
し
た
い
の
が
『
文
藝
俱
楽
部
』
に

掲
載
さ
れ
た
初
出
本
文
で
あ
る
。

　
『
あ
め
り
か
物
語
』
所
収
の
「
船
室
夜
話
」
の
本
文
で
は
、「
雑
談
会
」
が
終
わ
り
、
柳
田
と
岸
本
が
そ
れ
ぞ
れ
の
船
室
に
帰
っ

て
い
く
と
こ
ろ
で
物
語
が
閉
じ
ら
れ
る
の
だ
が
、
初
出
本
文
で
は
、
そ
の
後
、
船
室
に
一
人
と
な
っ
た
「
私
」
が
「
二
人
の
身
上

話
」
に
つ
い
て
「
二
個
の
長
い
小
説
を
ば
一
度
に
読
了
し
た
様
な
心
持
」
に
な
っ
た
と
語
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

 　

太
平
洋
上
の
今
夜
は
此
の
如
く
し
て
送
り
尽
さ
る
ゝ
の
で
あ
る
。
私
も
最
早
や
ベ
ツ
ド
に
横
は
る
よ
り
外
、
決
し
て
為
す

べ
き
事
は
無
い
。
け
れ
ど
も
、
今
私
は
少
時
の
間
、
以
前
の
如
く
長
椅
子
の
上
に
身
を
凭
せ
掛
け
た
儘
、
絶
え
ざ
る
荒
海
の

音
楽
を
聞
き
つ
ゝ
、
或
る
興
味
深
き
空
想
に
耽
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

　
　

 　

そ
れ
は
深
く
も
耳
の
底
に
残
さ
れ
た
二
人
の
身
上
話
で
あ
る
。
一
人
は
己
れ
の
才
能
と
経
歴
を
余
り
に
多
く
思
過
ぎ
た
為

め
に
、
望
む
が
如
き
愉
快
を
生
れ
故
郷
の
地
に
得
る
事
の
出
来
な
か
つ
た
独
身
の
才
子
、
一
人
は
切
な
る
妻
の
愛
情
を
振
捨

て
て
学
問
と
肩
書
と
を
買
ひ
に
行
く
若
い
夫
。
…
何
の
事
は
な
い
私
は
強
く
刺
撃
さ
れ
た
感
興
を
以
て
、
二
個
の
長
い
小
説

を
ば
一
度
に
読
了
し
た
様
な
心
持
で
あ
る
。
然
し
、
其
れ
は
何
れ
も
未
完
の
も
の
で
有
ら
ね
ば
成
ら
ぬ
。
と
す
れ
ば
、
彼
等

が
新
開
の
世
界
に
於
け
る
、
そ
し
て
又
帰
国
し
て
か
ら
の
後
篇
は
如
何
に
成
り
行
く
も
の
で
あ
ら
う
か
。
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運
命
の
神

―
不
可
知
の
大
作
者
！　

願
く
は
此
等
の
活
小
説
の
結
末
を
ば
、
軈
て
目
出
度
い
大
団
円
の
も
の
で
有
ら
し

む
る
様
に
…
…
！　

私
は
風
雨
烈
し
き
一
夜
を
太
平
洋
上
に
送
り
得
た
此
の
日
の
日
記
に
、
此
の
如
く
書
き
付
く
べ
く
、
寝

床
へ
這
入
る
前
に
先
づ
机
の
上
の
ペ
ン
を
取
り
上
げ
た
。

　

こ
こ
に
描
か
れ
る
柳
田
と
岸
本
に
対
す
る
「
私
」
の
眼
差
し
は
、作
家
と
し
て
の
そ
れ
と
一
続
き
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
新
出
書
簡
で
「
船
中
に
て
さ
ま
〴
〵
見
聞
す
る
処
の
も
の
中な
か

々〳
〵

小
説
の
材
料
と
な
る
も
の
多
く
有
之
候
」
と

綴
る
荷
風
の
眼
差
し
と
重
な
っ
て
い
る
。
新
出
書
簡
に
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

小
説
的
と
云
へ
ば
北
米
へ
出
稼
に
行
く
三
等
船
客
の
生
涯
な
る
べ
し
。
彼
等
の
中
に
は
已
に
白
髪
の
老
人
あ
り
、
人
相
悪
し

き
大
男
あ
り
、
ハ
イ
カ
ラ
ー
あ
り
、
職
人
あ
り
、
風
俗
は
千
差
万
別
な
れ
ど
も
、
要
す
る
に
一
個
空
漠
た
る
野
心
に
か
ら
れ

て
故
郷
の
地
を
去
り
し
も
の
に
て
候
。
彼
等
の
身
の
上
話
は
是
れ
を
其
の
侭
筆
記
し
た
る
𠀋
け
に
て
も
已
に
立
派
な
る
小
説

に
有
之
候
。
実
に
パ
ン
を
得
ん
と
す
る
人
生
の
戦
ひ
程
惨
憺
な
る
も
の
は
無
之
候
。

　

こ
こ
か
ら
は
荷
風
が
渡
航
中
に
す
で
に
作
家
の
眼
差
し
を
も
ち
、
そ
れ
を
通
し
て
三
等
船
客
の
姿
を
掬
い
上
げ
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
荷
風
は
自
ら
の
洋
行
体
験
を
文
学
の
対
象
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
北

米
へ
出
稼
に
行
く
三
等
船
客
」
へ
の
荷
風
の
「
小
説
」
的
関
心
は
、
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
程
な
く
し
て
執
筆
さ
れ
る
「
舎
路
港

の
一
夜
」（『
文
藝
俱
楽
部
』
第
一
〇
巻
第
七
号
、
一
九
〇
四
年
五
月
）
や
「
夜
の
霧
」（
一
九
〇
三
年
一
一
月
執
筆
、『
文
藝
界
』

第
三
巻
第
八
号
、
一
九
〇
四
年
七
月
）
と
い
っ
た
作
品
に
結
実
す
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
シ
ア
ト
ル
の
日
本
人
街
を
、
後
者
は
タ

コ
マ
を
舞
台
と
し
て
お
り
、
両
作
と
も
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
出
稼
ぎ
労
働
者
の
過
酷
な
実
態
を
描
い
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
成
功
を
夢
見
て
夫
婦
で
シ
ア
ト
ル
に
渡
っ
て
き
た
日
本
人
出
稼
ぎ
労
働
者
の
悲
劇
を
描
い
た
「
野
路

の
か
へ
り
」
で
は
、「
北
米
へ
出
稼
に
行
く
三
等
船
客
」
へ
の
荷
風
の
眼
差
し
が
文
学
表
現
と
し
て
実
現
し
て
い
る）

19
（

。

　
　

 　

出
稼
ぎ
の
労
働
者
と
云
ふ
一
語
は
、
又
し
て
も
私
の
心
を
動
さ
ず
に
は
居
な
い
。
思
返
す
ま
で
も
無
く
、
過
る
年
故
郷
を

去
つ
て
此
の
国
に
向
ふ
航
海
中
、散
歩
の
上
甲
板
か
ら
、彼
等
労
働
者
の
一
群
を
見
て
、私
は
如
何
な
る
感
想
に
打
れ
た
か
。

　
　

 　

彼
等
は
人
と
し
て
よ
り
は
寧
ろ
荷
物
の
如
く
に
取
扱
は
れ
、
狭
い
、
汚
い
、
臭
い
、
穴
倉
の
中
に
満
載
せ
ら
れ
、
天
気
の

好
い
折
を
見
計
つ
て
は
、
船
の
底
か
ら
も
く
〳
〵

0

0

0

0

甲
板
へ
上
つ
て
来
て
、
茫
々
た
る
空
と
水
と
を
眺
め
る
、
と
云
つ
て
心
弱

い
我
等
の
如
く
、
別
に
感
慨
に
打
る
ゝ
様
子
も
な
く
、
三
人
四
人
、
五
人
六
人
と
一
緒
に
な
つ
て
、
何
や
ら
高
声
に
話
し
合

つ
て
居
る
中
、
日
本
か
ら
持
つ
て
来
た
煙
管
で
煙
草
を
の
み
、
吸
殻
を
甲
板
へ
捨
て
、
通
り
過
ぎ
る
船
員
に
叱
責
せ
ら
れ
る

か
と
思
ふ
と
、
や
が
て
月
の
夜
な
ぞ
に
は
、
各
自
の
生
国
を
知
ら
せ
る
地
方
の
流
行
唄
を
歌
ひ
出
す
。
私
は
彼
等
の
中
に
声

自
慢
ら
し
い
白
髪
の
老
人
の
交
つ
て
居
た
事
を
忘
れ
な
い
。

　
　

 　

彼
等
は
外
国
で
働
く
三
年
の
辛
苦
は
、
国
へ
帰
つ
て
有
福
な
十
年
を
作
る
楽
の
種
で
あ
る
と
云
ふ
、
こ
の
望
み
一
つ
で
、

自
分
の
先
祖
が
産
れ
て
而そ

し
て
土
に
な
つ
た
畠
を
去
り
、
伊
太
利
の
空
よ
り
も
更
に
美
し
い
東
の
天
に
別
れ
、
移
民
法
だ
の

健
康
診
断
だ
の
と
、い
ろ
〳
〵
な
名
目
の
下
に
行
は
れ
る
幾
多
の
屈
辱
を
甘
受
し
て
、此
の
新
大
陸
へ
渡
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
　

 　

然
し
、
こ
の
世
は
世
界
の
何
処
へ
行
か
う
と
も
、
皆
な
同
じ
苦
役
の
場
所
で
あ
る
。
彼
等
の
中
の
幾
人
が
其
の
望
み
を
達

し
得
る
の
で
あ
ら
う
と
、
色
々
な
物
悲
し
い
空
想
の
湧
起
る
に
つ
れ
て
、
私
の
目
に
は
今
ま
で
平
和
と
静
安
の
限
り
を
示
し

て
居
た
行
手
の
牧
場
は
、
忽
ち
変
じ
て
云
は
ん
方
な
き
寂
寥
を
感
ぜ
し
め
、
松
の
森
林
は
暗
澹
と
し
て
奥
深
く
、
恐
怖
と
秘

密
の
隠
家
で
あ
る
様
に
思
は
れ
た
。
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こ
の
よ
う
に
、「
野
路
の
か
へ
り
」
で
は
三
等
船
客
の
姿
が
し
っ
か
り
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
に
入
る
と
日
本
人
渡

米
者
の
数
は
急
激
に
増
え
る
。
そ
の
多
く
は
日
本
で
の
暮
ら
し
に
窮
迫
し
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
成
功
を
夢
見
て
渡
米
し
た
が
、

実
際
に
成
功
を
つ
か
む
こ
と
の
で
き
た
者
は
一
握
り
だ
っ
た
。
渡
米
ブ
ー
ム
の
影
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
過
酷
な
現
実
に
直
面
し
た

数
多
く
の
日
本
人
出
稼
ぎ
労
働
者
の
姿
が
あ
っ
た
。
荷
風
は
渡
米
前
の
自
ら
の
作
風
に
つ
い
て「
其
の
頃
の
私
の
作
品
と
云
へ
ば
、

凡
て
ゾ
ラ
の
模
倣
で
あ
つ
て
、
人
生
の
暗
黒
面
を
実
際
に
観
察
し
て
、
其
の
報
告
書
を
作
る
と
云
ふ
事
が
、
小
説
の
中
心
要
素
た

る
べ
き
も
の
と
思
つ
て
居
た
」（「
吾
が
思
想
の
変
遷
」、『
新
潮
』
第
一
一
巻
第
四
号
、一
九
〇
九
年
一
〇
月
）
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
作
風
の
も
と
で
日
本
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
姿
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
、「
船
室
夜
話
」で
描
か
れ
た
一
等
船
客
の
抱
え
る
将
来
の
不
安
と
三
等
船
客
の
そ
れ
と
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
荷
風
に
と
っ
て
、
日
本
社
会
で
不
遇
に
甘
ん
じ
新
大
陸
に
希
望
を
託
し
て
渡
米
す
る
両
者
の
姿
は
、
そ
こ
に
経
済
的
環

境
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
と
も
に
文
学
の
「
対
象
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
荷
風
は
そ
の
よ
う
な
渡

米
者
の
姿
を
日
本
で
影
響
を
受
け
た
ゾ
ラ
イ
ズ
ム
の
手
法
で
描
き
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
出
書
簡
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

る
渡
航
時
の
荷
風
の
創
作
意
識
は
滞
米
初
期
の
荷
風
の
作
品
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
荷
風
の
創
作
意
識
の
変
化

　

本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
、
渡
航
中
に
綴
ら
れ
た
新
出
書
簡
と
渡
米
後
ま
も
な
く
執
筆
さ
れ
た
作
品
を
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と

で
、
当
時
の
荷
風
の
創
作
意
識
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
荷
風
の
作
家
と
し
て
の
眼
差

し
と
、
そ
の
眼
差
し
の
対
象
を
ゾ
ラ
イ
ズ
ム
の
手
法
の
も
と
で
描
く
と
い
う
創
作
意
識
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
荷
風
は
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
か
ら
徐
々
に
こ
れ
ま
で
の
作
風
に
限
界
を
覚
え
、
や
が
て
深
刻
な
創
作
不
振
に
陥
る
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こ
と
に
な
る
。
荷
風
は
そ
の
時
の
煩
悶
を
「
亜
米
利
加
に
来
り
て
よ
り
余
が
胸
裏
に
は
藝
術
上
の
革
命
漸
く
起
ら
ん
と
し
つ
ゝ
あ

る
が
如
し
。
近
時
筆
を
執
れ
ど
も
一
二
行
す
ら
満
足
に
は
書
き
能
は
ざ
る
蓋
此
の
如
き
思
想
混
乱
の
結
果
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」

（「
西
遊
日
誌
抄
」、
一
九
〇
四
年
一
月
五
日
）
と
日
記
に
書
き
残
し
て
い
る
。
荷
風
は
も
は
や
自
ら
の
異
郷
体
験
を
文
学
と
し
て

昇
華
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
芸
術
的
煩
悶
の
中
で
、
荷
風
は
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
自
ら
の
感
性
に
合
っ
た
新
た
な
文
学
を
見
出
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
荷
風
は
「
吾
が
思
想
の
変
遷
」
の
な
か
で
滞
米
時
代
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

　
　

 

外
国
の
見
慣
れ
ぬ
風
物
と
か
、
境
遇
の
寂
莫
と
か
が
、
凡
て
書
物
を
離
れ
て
自
己
特
有
の
感
情
を
造
つ
て
呉
れ
た
。
又
今
迄

自
覚
し
な
か
つ
た
自
分
の
性
状
を
深
く
意
識
さ
せ
た
。
従
つ
て
今
ま
で
は
何
処
か
窮
屈
に
思
ひ
な
が
ら
も
矢
張
り
囚
は
れ
て

居
た
ゾ
ラ
の
主
義
か
ら
脱
し
て
、右
に
左
自
分
は
自
分
だ
け
の
感
じ
た
所
を
無
頓
着
無
忌
憚
に
書
き
現
は
す
や
う
に
な
つ
た
。

こ
れ
は
何
も
私
が
殊
更
好
ん
で
遣
つ
た
と
云
ふ
訳
で
は
無
く
、
前
に
も
云
つ
た
や
う
に
其
の
境
遇
が
自
然
に
及
ぼ
し
た
感
化

で
あ
る
。

　

ま
た
、
木
曜
会
同
人
の
生
田
葵
山
に
宛
て
た
当
時
の
書
簡
の
中
で
荷
風
は
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

　
　

 

僕
は
矢
張
自
然
主
義
で
行
き
た
い
と
思
つ
て
居
る
。
然
し
ゾ
ラ
は
余
り
に
科
学
を
尊
び
過
ぎ
て
居
る
。
彼
は
藝
術（
ア
ー
ト
）

な
る
も
の
を
認
め
な
い

―
彼
は
人
か
ら
自
分
を
ア
ー
チ
ス
ト
と
云
は
れ
る
事
を
快
し
と
し
な
か
つ
た
。
と
云
ふ
に
至
つ
て

は
余
に
極
端
だ
と
思
ふ
。（
中
略
）
ゾ
ラ
は
極
端
だ
よ
。
然
し
モ
ー
パ
ツ
サ
ン
、
ド
ー
デ
ー
あ
た
り
の
筆
つ
き
は
僕
の
模
せ

ん
と
す
る
処
だ
。（
生
田
葵
山
宛
、
一
九
〇
四
年
四
月
二
六
日
）
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こ
こ
か
ら
は
、
ゾ
ラ
か
ら
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
ド
ー
デ
ー
に
荷
風
の
関
心
が
移
っ
て
い
く
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
し
か
し
、
葵
山

宛
の
別
の
書
簡
で
は
「
余
は
オ
ペ
ラ
を
見
れ
ば
オ
ペ
ラ
を
作
り
た
い
し
ロ
ー
マ
ン
ス
に
接
す
る
と
ロ
ー
マ
ン
ス
に
筆
を
取
り
た
く

な
る
。
さ
う
か
と
云
つ
て
フ
ロ
ー
ベ
ル
な
ぞ
の
自
然
主
義
に
触
れ
る
と
又
其
れ
も
書
い
て
見
た
い
。
思
想
混
乱
し
て
遂
に
は
何
が

何
や
ら
分
ら
な
く
な
つ
て
し
ま
ふ
。（
中
略
）
東
西
の
趣
味
思
想
共
に
混
乱
し
て
目
下
は
短
篇
の
趣
向
す
ら
満
足
に
空
想
す
る
事

が
で
き
な
い
」（
一
九
〇
四
年
二
月
二
七
日
）
と
綴
ら
れ
て
も
い
る
よ
う
に
、
荷
風
の
「
思
想
混
乱
」
は
、
ゾ
ラ
か
ら
モ
ー
パ
ッ

サ
ン
へ
の
移
行
と
い
っ
た
狭
義
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
影
響
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
多
岐
に
わ

た
る
文
学
・
芸
術
の
受
容
、
自
己
の
生
に
関
わ
る
思
想
的
な
煩
悶
、
自
然
と
の
交
流
を
通
し
た
感
性
の
変
容
と
い
っ
た
、
よ
り
広

範
な
異
郷
体
験
の
も
と
で
意
味
づ
け
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
木
曜
会
同
人
宛
の
全
集
未
収
録
書
簡
（
一
九
〇
四
年
八
月
下
旬
〔
推
定
〕）
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る）

20
（

。
こ
の
書
簡

は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
五
月
一
日
発
行
の
『
手
紙
雑
誌
』
第
二
巻
第
五
号
に
「
淋
し
き
旅
の
空
」
の
題
で
掲
載
さ
れ
た
が
、

荷
風
は
そ
の
中
で「
煩
悶
と
か
懊
悩
と
か
は
頗
る
荷
風
的
な
ら
ず
と
云
ふ
」も「
事
実
余
は
淋
し
き
旅
の
空
を
仰
ぎ
た
り
し
以
来
、

頗
る
荷
風
的
な
ら
ざ
る
煩
悶
懊
悩
を
感
ず
る
に
至
り
し
を
如
何
に
せ
ん
」
と
胸
の
内
を
明
か
し
た
上
で
、「
余
の
此
の
如
く
筆
取

る
事
能
は
ざ
り
し
は
、
此
れ
思
想
攪
乱
の
結
果
な
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
人
生
の
問
題
に
ま
で
及
ん
で
い
た

こ
と
は
「
境
遇
の
激
変
し
た
る
が
為
め
な
り
、
今
迄
覚
え
た
る
事
な
き
孤
寂
に
襲
は
れ
た
る
為
め
な
り
、
ホ
ー
ム
シ
ツ
ク
に
て
健

康
を
侵
さ
れ
た
る
が
為
め
な
り
、
人
生
問
題
の
簇
々
と
し
胸
中
に
湧
起
り
し
が
為
め
な
り
。
懐
疑
と
虚
無
の
不
安
に
脅
さ
れ
し
が

為
め
な
り
」
と
い
う
言
葉
に
見
て
と
れ
る
。
さ
ら
に
荷
風
は
、「
思
想
混
乱
」
の
克
服
の
契
機
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
重
要
な
指

摘
を
し
て
い
る
。

　
　

 

此
の
時
、
余
の
弟
は
姉
崎
博
士
の
「
復
活
の
曙
光
」
を
送
り
来
れ
り
。
余
は
博
士
の
神
秘
主
義
及
び
宗
教
に
関
す
る
意
見
を
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読
み
た
り
。
同
時
に
メ
レ
ヂ
コ
ウ
ス
キ
ー
の
「
人
物
及
藝
術
家
（
マ
ン
・
エ
ン
ド
・
ア
ー
チ
ス
ト
）
と
し
て
の
ト
ル
ス
ト
イ
」

と
云
ふ
書
を
読
み
た
り
。余
は
い
た
く
感
動
し
た
り
。（
中
略
）恰
も
好
し
、此
の
以
前
に
於
て
余
は
ワ
グ
ネ
ル
楽
劇
の
筋
書（
ス

ト
ー
リ
ー
）
を
読
み
、
稍
ワ
グ
ネ
ル
楽
劇
の
何
物
た
る
を
解
せ
ん
と
し
た
る
時
な
り
し
故
、
以
上
の
三
書
は
、
一
個
の
新
し

き
思
想
を
余
の
胸
中
に
注
ぎ
来
れ
り

　

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
三
書
は
書
簡
の
末
尾
で
荷
風
に
「
ゾ
ラ
以
外
の
思
想
」
と
名
指
さ
れ
た
。
タ
コ
マ
時
代
の
「
思
想
混
乱
」

の
な
か
で
、
荷
風
は
三
書
と
の
対
話
を
通
し
て
「
一
個
の
新
し
き
思
想
」
を
自
ら
の
も
の
に
し
て
い
く
の
で
あ
る）

21
（

。

　

こ
う
し
た
煩
悶
と
創
作
不
振
を
乗
り
越
え
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
作
品
が
「
岡
の
上
」（『
文
藝
俱
楽
部
』
第
一
一
巻
第
八
号
、

一
九
〇
五
年
六
月
）
で
あ
る
。
一
九
〇
四
年
一
〇
月
、
荷
風
は
約
一
年
を
過
ご
し
た
タ
コ
マ
の
地
を
離
れ
、
万
国
博
覧
会
を
見
学

す
る
た
め
に
ミ
ズ
ー
リ
州
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
一
ヶ
月
程
滞
在
し
た
後
、
ミ
シ
ガ
ン
州
カ
ラ
マ
ズ
ー
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
し
て
、
カ

ラ
マ
ズ
ー
で
新
た
な
生
活
を
始
め
て
約
一
ヶ
月
、「
岡
の
上
」を
書
き
上
げ
た
。同
作
の
完
成
が
荷
風
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
っ

て
い
た
こ
と
は
、「
短
篇
小
説
「
岡
の
上
」
を
脱
稿
し
得
て
木
曜
会
に
寄
す
。」（「
西
遊
日
誌
抄
」、
一
九
〇
四
年
一
二
月
二
八
日
）

と
、
脱
稿
の
日
付
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
岡
の
上
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
田
舎
町
の
大
学
に
や
っ
て
来
た
日
本
人
学
生
の
「
私
」
が
、
大
学
で
知
り
合
っ
た
渡
野
と
い
う

も
う
一
人
の
日
本
人
か
ら
身
の
上
話
を
聞
く
と
い
う
内
容
の
作
品
で
あ
る
。
日
本
で
「
放
蕩
生
活
」
を
重
ね
た
渡
野
は
、「
浮
世

の
快
楽
」
を
断
ち
切
る
た
め
に
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
看
護
婦
と
結
婚
す
る
が
、
ま
も
な
く
結
婚
生
活
に
堪
え
ら
れ
な
く
な

り
、
単
身
で
渡
米
す
る
。「
持
前
の
懐
疑
思
想
を
打
破
り
、
深
い
信
仰
の
安
心
を
得
た
い
」
が
た
め
に
、
渡
野
は
「
殊
更
選
ん
で

辺
鄙
な
田
舎
」
を
選
び
、「
宗
教
生
活
」
を
送
ろ
う
と
試
み
る
が
、
つ
い
に
宗
教
に
救
い
を
見
出
し
え
ず
、「
私
」
に
そ
の
地
を
去

る
こ
と
を
告
げ
て
物
語
は
閉
じ
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、「
岡
の
上
」
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
め
ぐ
る
宗
教
的
葛
藤
を
主
題
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
船
室
夜
話
」、「
夜

の
霧
」、「
舎
路
港
の
一
夜
」
と
い
っ
た
、
そ
れ
ま
で
の
滞
米
時
代
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
滞

米
初
期
の
荷
風
の
創
作
意
識
の
変
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
荷
風
は
異
郷
で
の
思
想
的
、
文
学
的
彷
徨
を
通
し
て
、
そ
の
よ

う
な
「
煩
悶
」
自
体
を
主
題
と
す
る
「
岡
の
上
」
と
い
う
文
学
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
滞
米
初
期
の
創
作
不
振
を
乗

り
越
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

注

（
1
） 

末
延
芳
晴
『
荷
風
の
あ
め
り
か
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、
一
七
頁
。

（
2
） 

「
西
遊
日
誌
抄
」は『
文
明
』（
一
九
一
七
年
四
月
―
一
〇
月
）に
六
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
後
、加
筆
修
訂
を
経
て『
断
腸
亭
雑
稾
』

（
籾
山
書
店
、
一
九
一
八
年
一
月
）
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
滞
在
期
の
記
述
が
増
補
さ
れ
元
版
『
荷
風
全
集
』
第
二
巻
（
春

陽
堂
、
一
九
一
九
年
六
月
）
に
収
録
さ
れ
た
。

（
3
） 

伊
狩
章
『
新
訂 

後
期
硯
友
社
文
学
の
研
究
』、
文
泉
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
、
二
〇
一
―
二
〇
三
頁
。
同
書
に
よ
れ
ば
、

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
は
荷
風
は
清
国
出
身
の
蘇
山
人
（
別
号
・
羅
臥
雲
）
に
誘
わ
れ
て
木
曜
会
に
参
加
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

（
4
） 

武
田
勝
彦
『
荷
風
の
青
春
』（
三
笠
書
房
、一
九
七
三
年
三
月
、一
三
頁
）、秋
庭
太
郎
『
荷
風
外
伝
』（
春
陽
堂
書
店
、一
九
七
九
年
七
月
、

四
六
頁
）、
末
延
芳
晴
『
荷
風
の
あ
め
り
か
』（
前
掲
、
二
二
頁
）
な
ど
。

（
5
） 

宮
永
孝
「
荷
風
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
」、『
社
会
志
林
』、
第
五
八
巻
第
四
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
二
六
三
頁
。「
乗
客
欄
」
に
は
「M

r. 

S. N
agai in second class

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
論
文
で
は
、
こ
の
英
字
新
聞
の
日
付
が
一
九
〇
三
年
九
月
二
三
日
と
な
っ

て
い
る
が
、
稿
者
が
あ
ら
た
め
て
同
紙
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
九
月
二
六
日
付
の
紙
面
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（
6
） 

「T
he Japan W

eekly M
ail

」
一
九
〇
三
年
九
月
二
六
日
付
の
「
乗
客
欄
」
に
は
、
一
等
船
客
と
し
て
「M

r. Im
am

ura

」
の
名
が
確

認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
荷
風
が
航
海
中
に
友
誼
を
結
ん
だ
今
村
次
七
と
推
測
さ
れ
る
。
武
田
勝
彦
の
前
掲
書
（
二
二
―
二
三
頁
、
三
二
― 
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三
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
今
村
は
石
川
県
金
沢
で
米
穀
取
引
や
金
融
業
な
ど
手
広
く
商
売
を
手
掛
け
て
い
た
名
士
の
家
に
生
ま
れ
、
農
工
銀

行
、
大
阪
商
船
に
勤
務
し
た
後
、
妻
子
を
日
本
に
残
し
て
渡
米
し
た
人
物
で
あ
る
。
美
術
や
文
学
に
造
詣
が
深
く
、
ま
た
妻
・
照
子
の
兄

が
美
術
評
論
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
岩
村
透
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
村
は
荷
風
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
多
く
、
二
人
は
渡
航
後
も
親

交
を
保
っ
た
。
今
村
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン
滞
在
時
に
は
荷
風
が
今
村
の
下
宿
先
を
訪
れ
二
週
間
程
生
活
を
共
に
し
た
（
同
書
、
一
四
三
―

一
五
六
頁
）。
帰
国
後
も
二
人
の
交
流
が
続
い
て
い
た
こ
と
は
、『
断
腸
亭
日
乗
』
の
「
今
村
次
七
君
金
沢
よ
り
出
京
、
断
膓
亭
を
訪
は
れ

浮
世
絵
の
事
を
談
ぜ
ら
る
。」（
一
九
一
八
年
二
月
一
三
日
）、「
午
後
金
沢
の
今
村
君
来
り
訪
は
る
。
其
の
令
嬢
今
年
二
十
二
歳
と
な
り
洋

行
し
た
し
と
言
居
ら
る
由
を
語
ら
る
。余
徃
年
今
村
君
と
米
国
の
各
地
を
漫
遊
せ
し
当
時
の
事
を
思
へ
ば
夢
の
如
き
心
地
す
。」（
一
九
二
〇

年
九
月
三
日
）、「
午
後
金
沢
市
今
村
次
七
君
来
り
訪
は
る
。
米
国
遊
学
の
旧
事
を
語
り
合
ひ
て
日
の
暮
る
ゝ
を
忘
る
。」（
一
九
二
三
年
五

月
一
六
日
）
な
ど
の
記
述
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
7
） 

宇
佐
美
昇
三
『
信
濃
丸
の
知
ら
れ
ざ
る
生
涯
』、
海
文
堂
、
二
〇
一
八
年
五
月
、
四
〇
―
四
二
頁
。

（
8
） 

日
本
郵
船
株
式
会
社
総
務
部
弘
報
室
編
『
七
つ
の
海
で
一
世
紀　

日
本
郵
船
創
業
一
〇
〇
周
年
記
念 

船
舶
写
真
集
』、
日
本
郵
船
株

式
会
社
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
、
三
六
頁
。

（
9
） 

一
柳
松
庵
編
『
増
訂 

渡
米
之
栞
』
第
四
版
、掃
葉
軒
蔵
版
、著
作
兼
発
行
者
・
一
柳
譲
二
、印
刷
者
・
熊
田
宜
遜
、一
九
〇
四
年
一
二
月
、

四
二
―
四
三
頁
。

（
10
） 

一
柳
松
庵
編
『
増
訂 

渡
米
之
栞
』
第
四
版
、
前
掲
、
四
三
頁
。
荷
風
は
書
簡
の
中
で
「
三
等
で
行
く
な
ぞ
と
申
し
居
り
候
ひ
し
」

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
三
等
」
が
三
等
船
室
で
は
な
く
、
二
等
船
室
に
相
当
す
る
「
特
別
三
等
」
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
。

（
11
） 

一
柳
松
庵
編
『
増
訂 

渡
米
之
栞
』
第
四
版
、
前
掲
、
四
六
―
四
七
頁
。

（
12
） 

石
塚
猪
男
蔵
『
現
今
渡
米
案
内 

附
成
業
の
し
を
り
』、
発
行
者
・
石
塚
猪
男
蔵
、
印
刷
者
・
矢
野
松
吉
、
発
売
所
・
石
塚
書
店
、

一
九
〇
三
年
四
月
、
八
七
―
八
八
頁
。

（
13
） 

「
来
客
案
内 

郵
船
図
会
」、『
風
俗
画
報
』
増
刊
、
第
二
三
九
号
、
一
九
〇
一
年
一
〇
月
二
五
日
、
一
六
頁
。

（
14
） 

「
来
客
案
内 

郵
船
図
会
」、『
風
俗
画
報
』
増
刊
、
前
掲
、
一
五
―
一
六
頁
。
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（
15
） 

宇
佐
美
昇
三
は
『
信
濃
丸
の
知
ら
れ
ざ
る
生
涯
』（
前
掲
、
四
三
―
四
四
頁
）
に
お
い
て
、『
シ
ア
ト
ル
・
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
』

（
一
九
〇
三
年
一
〇
月
一
一
日
付
及
び
一
八
日
付
）
の
記
事
か
ら
山
下
義
韶
と
そ
の
家
族
が
信
濃
丸
で
シ
ア
ト
ル
に
到
着
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
16
） 
村
田
直
樹
「
講
道
館
柔
道
の
海
外
普
及
に
関
す
る
史
的
研
究　

山
下
義
韶
の
米
国
行
」、
第
一
五
輯
、
二
〇
一
五
年
、
一
―
一
三
頁
。

（
17
） 
末
延
芳
晴
『
荷
風
の
あ
め
り
か
』、
前
掲
、
三
一
―
三
二
頁
。

（
18
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
、日
比
嘉
高
は「
船
室
夜
話
」が「〈
雑
誌『
文
芸
倶
楽
部
』の
一
雑
報
欄
記
事
〉」で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、同
作
が「
小

説
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
米
国
に
旅
す
る
人
物
の
見
聞
録
と
し
て
の
性
格
を
強
く
示
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
そ
の

よ
う
な
視
点
か
ら
初
出
本
文
を
捉
え
直
す
こ
と
で
、
二
人
の
渡
米
者
の
姿
を
眺
め
る
「
私
」
の
「
傍
観
者
性
」
も
危
う
さ
を
内
包
し
て
い

る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
と
考
察
し
て
い
る
（『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
メ
リ
カ　

移
民
文
学
・
出
版
文
化
・
収
容
所
』、
新
曜
社
、
二
〇
一
四

年
二
月
、
五
六
―
六
六
頁
）。

（
19
） 

「
野
路
の
か
へ
り
」
は
「
強
弱
」
の
題
で
『
太
陽
』（
第
一
二
巻
第
二
号
、一
九
〇
六
年
二
月
）
に
発
表
さ
れ
た
後
、『
あ
め
り
か
物
語
』

に
収
録
さ
れ
る
際
に
同
題
に
改
題
さ
れ
た
。

（
20
） 

こ
の
書
簡
の
内
容
と
そ
の
考
察
に
つ
い
て
は
、岸
川
俊
太
郎
「
一
九
〇
四
年
の
永
井
荷
風　

新
出
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」（『
三
田
文
学
』、

第
一
一
四
号
（
夏
季
号
）、
二
〇
一
三
年
八
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
岸
川
俊
太
郎
「
滞
米
初
期
に
お
け
る
永
井
荷
風
の
「
思
想
混
乱
」
の
解
明
に
向
け
て
―
姉
崎
嘲
風
、
ワ
ー
グ

ナ
ー
、
メ
レ
シ
コ
フ
ス
キ
イ
の
同
時
代
受
容
の
分
析
を
通
し
て
―
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
二
四
号
―
一
、

二
〇
一
六
年
九
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

＊　

永
井
荷
風
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
『
永
井
荷
風
全
集
』（
全
三
〇
巻
＋
別
巻
、
岩
波
書
店
、
第
二
刷
、
二
〇
〇
九
年
四

月
―
二
〇
一
一
年
一
一
月
）
に
拠
っ
た
が
、「
船
室
夜
話
」
は
初
出
誌
『
文
藝
俱
楽
部
』
に
拠
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
は
現
行
の
字
体
に

改
め
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。
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二
四

〔
付
記
〕 　

本
稿
は
、
第
一
四
回
市
川
・
荷
風
忌
（
二
〇
二
二
年
五
月
三
日
、
市
川
市
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
に
お
け
る
講
演
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。
席
上
ご
意
見
い
た
だ
い
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
謝
辞
〕 　

巌
谷
小
波
宛
永
井
荷
風
書
簡
の
閲
覧
及
び
翻
刻
の
掲
載
に
つ
い
て
は
千
葉
県
市
川
市
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
増
田
裕
子
氏
に
は
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
資
料
】
新
出
　
永
井
荷
風
書
簡
（
巌
谷
小
波
宛
）　〔
市
川
市
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
〕

翻
刻　

岸
川
俊
太
郎

﹇
年
次
﹈

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
〇
月
五
日
〔
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
消
印
一
〇
月
九
日
〕〔
東
京
消
印
一
一
月
二
日
〕

﹇
封
筒
﹈

東
京
麹
町
一
番
町
十
三　

巌
谷
季
雄
様

S.Iw
aya E

sq. Tokyo. Japan.  V
ia S.Frisco.

〔
封
書
〕
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二
五

﹇
本
文
﹈

拝
呈
、
出
達
の
際
は
わ
ざ
〳
〵
新
橋
ま
で
お
送
り
下
さ
れ
有
難
く
存
じ
候
。
横
浜
に
て
信
濃
丸
甲
板
上
に
春
浪
子
と
手
を
別
ち
候

ふ
時
に
は
一
種
異
様
な
る
感
覚
を
経
験
致
し
候
。
是
等
を
人
生
別
離
の
情
と
で
も
申
す
な
る
可
き
か
。

さ
れ
ど
い
よ
〳
〵
波
止
場
を
離
れ
候
ふ
て
よ
り
は
寧
ろ
気
軽
く
愉
快
な
る
心
地
と
相
成
り
、
面
白
き
前
途
の
空
想
に
の
み
ふ
け
り

申
候
。
船
中
に
於
け
る
小
生
の
生
活
は
愉
快
に
且
つ
贅
沢
な
る
も
の
に
有
之
候
。
最
初
は
三
等
で
行
く
な
ぞ
と
申
し
居
り
候
ひ
し

が
、船
へ
行
つ
て
見
る
と
、事
務
長
始
め
其
の
他
の
者
も
皆
丁
重
に
待
遇
し
呉
れ
る
為
め
、否
応
な
く
上
等
船
客
と
相
成
り
申
候
。

且
つ
其
の
上
に
も
此
の
船
の
事
務
長
は
以
前
よ
り
の
知
己
な
り
し
を
以
て
何
か
に
便
利
多
く
、
此
の
人
の
紹
介
に
て
小
生
は
船
客

諸
氏
と
も
直
ぐ
懇
意
に
な
り
、
毎
日
食
堂
喫
烟
室
等
に
て
愉
快
な
る
談
話
を
な
す
（
小
生
の
花
柳
談
も
な
か
〳
〵
の
愛
嬌
と
な
り

居
れ
り
。）
其
れ
が
為
め
か
、
小
生
は
日
本
に
居
る
時
よ
り
も
聊
か
交
際
的
の
人
物
に
相
成
り
し
が
如
き
心
地
致
さ
れ
候
、
或
夜

の
如
き
は
音
楽
室
に
て
尺
八
の
一
曲
を
吹
奏
し
、
一
同
無
聊
に
苦
し
む
折
の
事
と
て
意
外
な
る
賞
賛
を
博
し
た
る
事
も
有
之
候
。

猶
余
る
船
客
の
中
に
は
柔
道
の
大
先
生
乗
組
み
居
り
候
、
弘マ
マ

道
館
の
山
下
氏
と
云
へ
ば
彼
の
社
会
に
て
は
知
ら
ぬ
も
の
な
き
有
名

の
達
人
な
る
由
、
氏
は
此
度
米
国
の
鉄
道
王
ヒ
ル
氏
と
や
ら
云
ふ
大
富
豪
の
招
聘
に
よ
り
遠
く
ワ
シ
ン
ト
ン
府
に
赴
く
な
り
と
の

事
に
て
候
。
天
気
よ
き
折
に
は
甲
板
に
て
柔
道
の
稽
古
あ
り
一
同
弥
次
馬
の
飛
入
り
を
な
す
事
も
有
之
候
。

さ
て
、
船
中
に
て
さ
ま
〴
〵
見
聞
す
る
処
の
も
の
中な
か

々〳
〵

小
説
の
材
料
と
な
る
も
の
多
く
有
之
候
。
西
洋
婦
人
の
立
派
な
服
装
を
見

て
何
処
の
貴
婦
人
か
と
思
へ
ば
、
香
港
よ
り
乗
込
め
る
娼
妓
の
由
、
瞠
々
た
る
風
采
に
て
太
平
洋
を
股
に
か
け
北
米
へ
出
稼
ぎ
に

行
く
な
る
べ
し
。
彼
の
日
本
醜
業
婦
が
細
帯
一
ツ
に
て
犬
か
豚
同
様
の
姿
に
て
ス
ゴ
〳
〵
海
外
へ
密
航
す
る
に
比
較
す
れ
ば
実
に

雲
泥
の
チ
ガ
イ
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
自
然
と
何
等
か
の
感
慨
に
沈
め
ら
れ
可
く
候
。
小
説
的
と
云
へ
ば
北
米
へ
出
稼
に
行
く

三
等
船
客
の
生
涯
な
る
べ
し
。
彼
等
の
中
に
は
已
に
白
髪
の
老
人
あ
り
、
人
相
悪
し
き
大
男
あ
り
、
ハ
イ
カ
ラ
ー
あ
り
、
職
人
あ

り
、
風
俗
は
千
差
万
別
な
れ
ど
も
、
要
す
る
に
一
個
空
漠
た
る
野
心
に
か
ら
れ
て
故
郷
の
地
を
去
り
し
も
の
に
て
候
。
彼
等
の
身
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二
六

の
上
話
は
是
れ
を
其
の
侭
筆
記
し
た
る
𠀋
け
に
て
も
已
に
立
派
な
る
小
説
に
有
之
候
。
実
に
パ
ン
を
得
ん
と
す
る
人
生
の
戦
ひ
程

惨
憺
な
る
も
の
は
無
之
候
。

此
の
手
紙
を
書
き
つ
ゝ
あ
る
今
日
は
十
月
の
一
日
に
て
候
、
船
は
已
に
一
昨
日
の
午
前
に
百
八
十
度
の
経
度
を
越
え
て
、
西
半
球

に
進
入
り
居
り
候
。
ア
ル
ユ
ー
シ
ア
ン
群
島
に
沿
ふ
て
、
北
緯
五
十
度
以
北
を
航
海
し
つ
ゝ
あ
る
な
れ
ば
寒
気
は
頗
る
甚
し
く
、

船
室
の
中
に
て
も
時
に
は
外
套
を
ま
と
ひ
居
り
候
、
幸
ひ
に
身
体
は
健
康
な
り
、
御
安
心
下
さ
れ
度
く
候
。

天
気
は
横
浜
を
発
し
て
よ
り
未
だ
一
日
と
て
も
晴
れ
た
る
事
は
無
之
候
。
毎
日
曇
天
の
み
に
て
、
時
々
霧
深
く
な
り
、
或
は
細
雨

朦
々
と
降
り
籠
め
申
候
、
か
ゝ
る
時
に
は
船
は
吠
ゆ
る
が
如
き
汽
笛
を
吹
き
つ
ゝ
進
む
。
是
の
笛
の
音
云
は
ん
方
な
く
裏
淋
し
く

御
坐
候
。
海
は
概
し
て
穏
か
な
れ
ど
も
、
折
々
波
の
う
ね
り

0

0

0

高
く
船
の
動
揺
す
る
事
有
之
候
。
斯
る
不
穏
の
時
、
頭
重
く
心
地
悪

し
き
を
忍
び
て
甲
板
に
出
で
ゝ
望
め
ば
、
北
太
平
洋
は
茫
々
と
し
て
何
等
の
目
に
入
る
も
の
も
な
く
、
唯
だ
怪
し
き
水
鳥
の
片
々

す
る
の
み
に
し
て
、
常
に
曇
れ
る
灰
色
の
空
の
下
に
巨
浪
高
く
漲
り
翻
る
有
様
実
に
壮
快
の
極
み
に
御
坐
候
。

船
中
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
小
説
類
も
少
し
は
有
之
候
。
ハ
ー
デ
ー
の
有
名
な
る
テ
ス
と
申
す
小
説
及
び
例
の
椿
姫
の
英
訳
を
見

出
し
た
れ
ば
折
々
読
み
申
居
り
候
。
会
話
は
未
だ
一
向
駄
目
に
て
西
洋
人
の
前
で
は
唖
同
然
に
有
之
、
何
で
も
「
イ
エ
ー
ス
」
と

「
ノ
ー
」
ば
か
り
で
持
切
り
居
り
候
。
最
う
後
一
週
間
程
に
て
ヴ
イ
ク
ト
リ
ヤ
へ
着
く
可
く
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…　

十
月
一
日
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
中
に
て
…
…

其
後
は
為
す
事
も
な
く
船
中
に
て
ぶ
ら
〳
〵
と
遊
び
暮
し
原
稿
を
書
く
様
な
気
に
は
な
ら
ず
、
唯
だ
日
の
過
る
を
の
み
楽
し
み
居

り
候
。
猶
ほ
い
ろ
〳
〵
と
御
報
道
申
す
つ
も
り
の
処
、
最
早
や
今
日
の
夜
十
一
時
頃
に
は
ヴマ

クマ

ト
リ
ヤ
に
着
し
、
其
よ
り
一
夜
を

明
か
し
て
翌
日
に
は
直
ち
に
シ
ヤ
ト
ル
へ
到
着
す
る
よ
し
に
て
船
中
は
何
と
な
く
ざ
ゞ
め
き
、
心こ
こ
ろ

忙ぜ
わ

し
く
御
坐
候
へ
ば
此
れ
に
て
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二
七

免
蒙
り
候
、
上
陸
致
し
候
ふ
上
に
て
又
々
手
紙
差
出
す
べ
く
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…　

十
月
五
日
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヴマ

ヒマ

ク
ト
リ
ヤ
入
港
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荷
風
生

小
波
先
生

木
曜
会
諸
君
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二
八

要　　旨

　永井荷風は 1903（明治 36）年 9月 22日に横浜港を出発し，10月 5日，
カナダ・ヴィクトリア港に到着，7日にアメリカ・シアトルの地を踏
んだ。1907（明治 40）年 7月にフランスに渡航するまで，荷風は 3年 9ヶ
月余りをアメリカ各地で過ごし，異郷での体験に基づいた数多くの作
品を創作，発表した。荷風の洋行の特徴は，荷風が自身の洋行を作家
の眼差しで捉えていた点にある。荷風の異郷体験と作品創作の間には
密接な関わりがあるといえる。本稿では，航海中に書かれた荷風の新
出書簡を手掛かりに，これまで不明瞭な点が残されていた渡米時の荷
風の行動や心境を明らかにする。その上で，新出書簡の内容と渡米後
まもなく執筆された作品を関連づけて考察することで，当時の荷風の
創作意識を捉え直したい。

永井荷風の渡米
―新出・船中書簡を通して―

岸川俊太郎
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